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1　はじめに
　10階東病棟では、平成5年11月よりモジュール型継
続看護方式を導入した。導入当初は18名のスタッフを
2つのグループに分け、プライマリーナース以外のス
タッフ8名をアソシエイトナースとしていた。しかし
実際には、アソシエイトナースの役割を殆どはたして
いなかった。当病棟ではアソシエイトナースの基準を
「プライマリーナース不在時、プライマリーナースの
看護計画に基き看護の継続を担い、プライマリーナー
スに協力する。」と決めた。9名のモジュールでは、
アソシエイトナースが8名と多い為お互いに依存的傾
向になり、患者ケァに対する責任及び家族との関わり
が曖昧となっていた。
　そこで、平成6年4月からグループをさらに2つの
小グループに分け、スタッフの人数を4～5名にしぼ
り実施することにした。小児病棟ということから、家
族との関わりが多く、新しい看護方式導入後の評価を
目的とした家族へのアンケートを定期的に実施してい
る。今回は3月と8月に行った結果、　「受け持ち看護
婦は知っているが、会う機会が少なく残念だった」と
いう意見が出た。これは、プライマリーナース不在時
アソシエイトナースのアプローチが足りず、家族にそ
の存在や役割が理解されていないことが考えられる。
　ここで、アンケートの結果を基に、モジュール型継
続看護方式の充実に向けて個々のナースの役割を再確
認し、スタッフ間のアソシエイトナースとしての意識
の向上をはかる為の具体策を検討したので報告する。
II　研究方法
　1）アンケート調査
　期間
　1回目　平成6年3月14日～4月30日　回収率70％
　2回目　平成6年8月15日～9月30日　回収率63％
　対象
　入院期間が1週間以上の患者の家族　1回目30人
　　　　　　　　　　　　　　　　　2回目25人
　2）資料集計
1）平成6年3月～9月の患者在院日数
2）平成6年4月～9月のプライマリーナース及びアソ
　シエイトナース日勤不在状況
皿　結果
　1）家族へのアンケートの中より、アソシエイトナー
スに関連するであろうと思われる項目を抜粋し、1回
目と2回目の結果を比較した。
　①看護婦は精神的な支えとなり頼れる。〈図1＞
1回目の同意できるが
50％、　2回目56％とほ
ぼ同じ数値だが、非常
に同意できるが1回目
の40％から20％に下が
っている。
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②看護婦は相談相手として頼れる。〈図2＞
1回目は非常に同意で
きるが40％、　2回目は
20％と下がっている。
70
60
50
40
30
20
10
o
64
単位・％
44
40
20
1616
o＠＠＠＠
③看護婦と話す機会が多い。〈図3＞
1回目、2回日共に同
意できるが40％と同じ
であった。しかし、非
常に同意できるが26％
から20％に下がってい
る。又、1回目は0％
だったが2回目に同意
できないと答えた人が
8％もみられた。
60
50
40
30
20
10
o
単位・％
4040
3432
26
20
4　　4
o＠＠＠＠
一　88　一
④看護婦のお子様に対する態度に一貫性を感じる。
　　　　　　　　　　　　　〈図4＞
1回目は同意できるが
50％、非常に同意でき
るが36％で合わせると
86％である。2回目は
前者が44％、後者が20
％で合わせると64％で
下がっている。しかし
まあまあ同意できるが
1回目6％、2回目36
％に上昇している。
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尚あまり同意できないが1回目は6％であったが2回
目で0％となった。
〈表A＞プライマリーナーース及びアソシエイトナース
　　　　日勤不在状況
4月 5月 6月 7月 8月 9月 平均日数
④全くいない日 5 11 7 5 8 12 8　日
③半日のみいる日 4 7 6 4 5 7 5．5日
⑭＋⑧ 9 18 13 9 13 19 13．5日
＊3月に関しては小グループ化以前にて集計なし
〈表B＞患者平均在院日数
3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月
～2W 9 7 7 6 9 7 12
～1カ月 6 5 6 3 7 1 3
～2カ月 0 1 1 2 0 1 0
～3カ月 0 0 0 0 2 0 0
～6カ月 0 0 0 0 0 1 0
平均日数 12．71臥515．21a224 27．3lL3
平均患者数 15 13 14 11 18 10 15
IV分析・考察
　アンケート調査を行い、次のような結果が得られた。
①精神的な支えとなり頼れる（図1）②相談相手と
して頼れる（図2）③看護婦と話す機会が多い（図3）
に関して低値を示した。その理由として、アソシエイ
トナースの自己紹介が確実でなかった。その他にスタ
ッフの勤務状況と小児病棟の特色に関係するのではな
いかと考えられる。
　当病棟の特色として①入院期間が短い事②患者数の
変動が激しい事がある。3月から9月までの平均在院
日数は17．4である。1日平均入院患者数は3月が15名
4月は13名で8月は最も少なく10名、9月は15名だっ
た。3月と9月は1日平均入院患者数が比較的多い割
に入院日数が12．7日目11．3日で最も短い月でもあった。
又、2回目のアンケート期間中、入院患者数に対し看
護婦の人数が多くなった為、1日単位で看護婦の他病
棟への派遣があり、急な勤務変更があった。その上ス
タッフの夏休みと重なり、日勤帯でプライマリーナー
スとアソシエイトナースが不在のことが多かった。
各モジュールの日勤における勤務状況を調べたところ
（表A）④全くいない日平均81ヨ⑱半日のみいる日平
均5．5日であり、半日は午前中のことが多く④⑭あ
わせると平均約半月は面会時間内に家族と関わること
ができない。このような悪条件の中、2回目のアンケ
ートを実施してしまったことから、プライマリーナー
ス、アソシエイトナースに対しての評価が厳しかった
と思われる。又、プライマリーナースの自己紹介はで
きていたが、アソシエイトナースの自己紹介までは確
実に行われていなかった。
　9月からは、新人看護婦が6ヶ月を過ぎ、初めてプ
ライマリーナース及びアソシエイトナースとなった。
新人看護婦に対しては、当病棟で一般的な疾患（鼠径
ヘルニア、虫垂炎、斜視、口蓋裂等）をもつ児、短期
入院児を受け持つよう配慮していた。今回アンケート
にて評価が厳しかったのは新人看護婦への援助が不十
分であったことも原因の1つと考えられる。
　1）松木は「副担当看護婦とは、準プライマリーナー
スに当たりプライマリーナースのいない間の患者ケア
の責任を持つのである。短期の目標をもとに、自分の
勤務帯で適切な看護を行う責任がある。一貫したケア
を実施する為にはプライマリーナースの計画に沿って
看護を提供する。」と述べられている。
　今回は各自が上記の様な役割を理解できていなかっ
た。又プライマリーナースであることは意識していて
も、アソシエイトナースとしての自覚は乏しかった。
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　次に看護婦の態度に一貫性を感じるという項目は前
回に比べて高値を示めている。これは1回目アンケー
ト時、チームナーシングからモジュール方式へ移行し
たばかりでの結果であり、2回目はモジュール方式が
看護婦の間で定着してきた頃のアンケートであった。
上記の悪条件の中での調査ではあったが4月から小グ
ループ化にし、受け持つ患者が少なくなり、情報も把
握しやすく、毎日受け持つ患者が固定され、ケアも継
続して行え、チーム間での連絡が充分とれてきたと思
われる。そのため、家族の看護全体における評価が良
かったと思われる。以上のことから今後の対策として
　①アソシエイトナースは家族に自己紹介を確実に行
　　い面会時間を有効に使って家族との関わりを持つ。
　②ペットネームにアソシエイトナース名を記入する。
　③家族に対し、入院オリエンテーション時、アソシ
　　エイトナースの存在とその役割を説明する。
　④定期的に、家族ヘアンケ・一一トを行い、その度問題
　　点を明確にし対策を図る。
⑤スタッフに対しても、アソシエイトナースとして
　　の責任及び認識の程度を定期的に調査し評価する。
　⑥勤務表においての休み希望は、ナース内で重なら
　　ないようお互いに調整する。
を挙げ現在進めている段階である。
V　おわりに
　今回の研究を進めていく上で、当病棟におけるプラ
イマリーナースと同様の重要性を持つアソシエイトナ
ースの役割を改めて認識することができた。これから
もこの研究を生かし、家族が入院から退院まで安心し
て患者をアソシエイトナースにも任せられるよう、看
護婦一人一人が自覚を持って接していきたい。
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評価基準　5．非常に同意できる
　　　　　4．同意できる
　　　　　3．まあまあ同意できる
　　　　　2．あまり同意できない
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1．看護婦は親切である
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3．看護婦はご家族の考えや希望を取り入れてくれる
4．看護婦は精神的な支えとなり頼れる
5．看護婦は相談相手として頼れる
6．看護婦は話しかけやすい
7．看護婦はあなたの話をよく聞く
8．看護婦と話す機会が多い
9．看護婦の看護に対する献身的な熱意を感じる
10．受け持ち看護婦をご存じですか
11．ご両親が看護婦に何か頼んだ時、満足のいく時間でしてもらえる
12．看護婦のお子様に接する態度に一貫性を感じる
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ご協力有難うございました
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